

















































































整理を行っていないことである。もっとも詳細なヨシカワの研究も、事実関係はほぼ運動史などに依拠しており、この点は極力同時代資料にもとづき黒板の活動を把握する必要があろう。また、黒板エスペラント論の下限は一九二二年であるが、ヨシカワが内容 踏み込んだそ 下限は「国語の擁護を論じて国際語に及ぶ」 （一九一五年）である。総じてヨシカワは黒板の反英米的ナショナリズムの一貫性を強調するが、長期にわたるエスペラントとの関係の かで論調の変化も考えられ エスペラント論の悉皆的検討も望まれる。　
二点目は、歴史家としての黒板の活動と、エスペラント






















































































































































































































































































































































































報道の翌日、黒板は電話で小坂を呼び出し 翌 三 に
















































































































































































































































































































































や国力と〈国語〉尊重の関連性を強く認識したこと 疑いなく、 この時 見聞が「国語の擁護を論じて国際語に及ぶ」などに生かされた。　
しかし、 『西遊二年欧米文明記』 （一九一一年）に代表
されるナショナリスティックな洋行談の出現 比較して、一九一三年に至るまでその論調に変化がみられないことには、単に論理の再構成に時間を要 たという では 、他の要因をも想定する必要があろう。　
この点、注意すべきは一九一〇年から一一年にかけての







しかし、小坂の回想や当時の運動が置かれていた状況を勘案すればこの評価は一面的に過ぎよう。黒板にとっては、エスペラント運動は社会主義運動とは異なり、同時代 国家的価値と何ら対立するも ではないことを積極的に示す必要があり、 それは黒板にとって誇張や隠蔽ではなかった。その意味で、警視庁への出講は得難い好機であったろう。　
また、ナショナリスティックなエスペラント論の確立に













































































































本がエスペラントを用いて欧米列強 言語的優勢を挫きつつ、 「手近」な地域への日本語「扶植 による勢力 大が望まれたのである。こうした論理 踏まえれば 黒板が植民地政策に関与し、朝鮮人の日本式姓名へ 改変と日本語









































齋藤によってナショナリズムの存在、特にヨシカワによって反英米的なナショナリズムの一貫性、日本史・日本文化普及の意図が指摘されていたが、本稿の検討によって見えてきたのは、次のような流れである。まず 初期においてはナショナリズムにつながる中立性へ 評価は比較的微弱で、エスペラント 簡易性を生か 対外交流により注目しており、歴史家としては日本史・日本文化 海外普及と同時に、欧米の日本研究への評価と対抗がそ 意図にあった。しかし、 洋行と大逆事件、 一次大戦への 「民族主義」的理解といった諸要因から、黒板は「自国語尊重」を掲げて英語などの欧米言語の覇権性を批判、エスペラント論を
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向の集大成と評し得る。同書については、著者による要約であるヨシカワ・リサ 「近代日本の国家形成と歴史学
  黒板
















」 （ 『史苑』七八―一、 二〇一八年） 。
（２）石井進 「黒板勝美」 （今谷明他編 『
20世紀の歴史家たち （２）
日本編 （下） 』 〈刀水書房、一九九九年〉 ）八九～九四頁。
（３）高木博志は、エスペラント運動との関係を 「リベラルな
イメージ」の一例とする （ 『陵墓と文化財の近代』 〈山川出版社、二〇一〇年〉六八頁） 。李成市は黒板の植民地支配との関係を問いつつ、 「エスペラントの日本代表にもなっており、それほど単純な人ではない」と述べる 大日方純夫 「総合討論」 〈平成一二年度早稲田大学史学会公開シンポジウム 「植民地 （コロニアリズム）と近代歴 」 〉 〈 『史観』一四四、 二〇〇一年〉一五 頁） 。
（４）野崎晃市 「明治時代の知識人とエスペラント」 （ 『宗教学・
比較思想学論集』六、 二〇〇三年） 臼井裕之 北一輝の 〈エ




（５）丸山二郎 「エスペラント語」 （黒板博士記念会編 『古文化の
保存と研究』 〈同会、一九五三年〉 四二七頁。
（６）羽仁五郎 『私の大学』 （講談社、一九六六年）一五一頁。（７）若井敏明 『平泉澄』 （ミネルヴァ書房、 二〇〇六年）三五頁。（８）尹智
煐「１９３０年代の日本のエスペラント運動と国際関




















13）黒板 「世界語 （エス ト 」 （ 『読売新聞』 九〇六年五月一六日付朝刊五面） 、黒板 「エスペラントに対する感想」（ 『改造』四―八、 一九二二年）一〇三―一〇五頁。
（
14）堺利彦 「エスペラントの話」 （ 『直言』二―八、 九〇五年）
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三頁。黒板と堺、幸徳秋水は、エスペラント運動開始以前、一九〇四年には交友があった （ 「平民日記 （一） 」 〈川口武彦編『堺利彦全集』 三、 法律文化社、 一九七〇年〉 三五八、 三六一頁、「黒板勝美博士にあてた幸徳秋水の絵葉書」 〈 『日本歴史』二〇六、 一 六五 〉六五頁） 。なお小坂狷二は、 「高島米峰、堺枯川、黒板勝美は当時新人
trio と称された親友」と
回想する （ 「運動の統帥黒板博士 （１） 」 〈 『
Verda Sanatorio 』
二九、 一九六五年〉四 ） 。
（
15）前掲黒板 （註
13） 「世界語 （エスペラント） 」 、同 「世界語 （エ
スペラント） （承前） 」 （ 『読売新聞』一九〇六年五月一七付朝刊五面） 。
（




18） 「評議員」 （ 『日本エスペラント』 一―二、 一九〇六年） 一二頁。
（
19） 「大会」 （ 『日本エスペラント』臨時増刊号、一九〇六年一一頁、 日本エスペラント協会第一回大会」 （ 『同』 ―四、一九〇六年） 二頁 「日本エスペラント協会第二回大会」 （ 『同』二―九、 一九〇七年 五頁。第 回大 では病気のため、出席はしたものの司会は高楠順次郎に譲った。
（
20） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』一―五、 一九〇六年一一頁、 「内国消息」 （ 『同』一―七、 九〇七年 頁 「内国消息」 （ 『同』 ―八、 一九〇七年 頁 「内国消息二―三、 一九〇七年） 五頁、 「内国消息」 （ 『同』二―四、一九〇七年） 六頁。
（
21） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』一―六、 一九〇七年）一一頁。
（
22） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』二―三、 一九〇七年）一五頁。
（
23） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』 一―八、 一九〇七 六頁、「内国消息」 （ 『同』二









はがき」を受け取っている （閑堂生 「諸星消息」 〈 『禅宗一四二、 一九〇七年〉七六頁） 。また富岡謙蔵は一九〇六年に夫婦で協会に入会したが （ 会員名簿 （二） 」 〈 『日本エスペラント』一―二、 一九〇六年〉一一頁） 、神田喜一郎 これを黒板の影響とする （ 『敦煌学五十年』 〈筑摩書房、一九七年〉一五四頁） 。
（
25）黒板は洋行前、田中光顕に面会した際にエスペラントについて次のよう 会話したと回想する。 日本には既に立派な国語がある以上他に新に日本語を作る必要はない。が而し、外国人に対し対等の態度 以て交際する時 当つて、其言語に、其文書に世界共通のエスペラントを以 す がよい。現今の日本に於ては之を必要 してゐないのであるが、近き将来 於てその必要に迫られる事であろうと信じてゐるとの趣意をお話しすると、伯は夫 洵に面白い意見である、及ばずながら自分も一臂の力 添へようと言はれた。爾来今日に至るまで尠なからざる援助を辱うしてゐる次第である」 （ 「学芸の守護者」 〈富田幸次郎編 『田中青山伯』（青山書院、一九一七年） 〉五八二頁） 。ここには具体的な協会との関係は書かれていないが、一九〇八年三月 田中を名誉会員に迎えたと報じられており、黒板の勧奨が入会
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のきっかけとみられる （ 「本会名誉会員」 〈 『日本エスペラント』三―二・三、 一九〇八年〉三〇頁） 。
（
26）黒板は、一九〇七年二月に平民社編集局を訪れ、エスペラントの本を翻訳して 『平民新聞』の記事に提供したという（ 「平民日記 （三） 」前掲川口編 （註
14）四〇七頁） 。
（




28） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』二―一、 一九〇七年）一二頁。
（












31）同大会の様子に関しては、日本政府代表として出席した新村出 「チロルの女―ドレスデン日記より―」 （ 『心』六―四、一九五三年） 、 同 「チロルの女 （ ）―ドレスデン日記より―」（ 『心』六―五、 一九五三年） 。黒板自身は大会報告の類を残しておらず、長男宛 私信で エスペラ ト大会大成功。お父さんはアッチからもコッチからも大持てに持てました」と記したのみである （ 『黒板勝美先生遺文』 〈黒板勝美先生生誕百年記念会、 七四 〉口絵） 。
（
32）米英での面 、 黒板 『西遊二年欧米文明記』 文会堂書店、一九一一年）四、 一九三―二〇一頁。仏でのそれは、同書二五五―二五六頁および 「
V
ersaille に於ける黒板博士」 （ 『日
本エスペラント』三―八、 〇八 洋行 するエス
ペラント関係事蹟に関しては、
Yoshikaw











36）協会では一九〇九年から組織・規約の変更が計画されていたが、 「黒板幹事洋行中なりしを以て暫く其実行を見合せ」たという （ 組織変更並会則改正」 〈 『日本エスペラント』―一、 一九一〇年〉一四頁） 。
（
37） 千布利雄 「エスペラントと社会主義 （噴飯すべき誤解） 」 （ 『日本エスペラント』三―八、 九〇八年） 。
（
38） 「黒板博士 世界語」 （ 『東京朝日新聞』一九一一年九月二四日付朝刊六面） 。
（
39） 「日本エスペラント協会々報」 （ 『日本エスペラント』五―二・三、 一九一〇年）三九～四一頁。同時期の 記事によると、黒板は 「毎月余り豊でもない収入の中から五十円宛位を割いて協会の維持に要する費用を補つてゐ」たという （同前 「黒板博士と世界語」 ） 。
（














44） 「広島より」 （ 『読売新聞』一九一〇年八月五日付朝刊一面） 、「長崎より （七日） 」 （ 『同』同年月一八日付朝刊一面） 、 「鹿児島より （十三 ） 」 （ 『同』同年月 一日付朝刊一面） 、 「岡山より （十八日） 」 （ 『同』 年月二四日付朝刊一面） 。長府での講演は日本歴史地理学会夏期講演会と同時に開催され、夏期講 会参加者の梅原末治が聴 している （ 『考古学六十 』〈平凡社、一九七三年〉八頁） 。
（
45） 「会報」 （ 『日本エスペラント』六―一、 一九一 年）六頁。
（
46）横須賀エスペラント支部会編 『講演集』 （同会、 一九 四年）二頁。前掲小坂 （註
14）四頁。
（
47） 「会報」 （ 『日本エスペラント』六―一、 一九一一年）六頁。
（












52） 「内国消息」 （ 『日本エスペラント』 九―一、 一九一四年） 七頁同右一頁。
（






55）一九一五年一月発行の 『中学世界』一八―一に黒板署名の「エスペラントはどんなものか」 「エスペラント大要」が掲載され、以降、一九 六年一二月発行の一九―一二まで断
続的にエスペラント講座が掲載されている。
（









58） 「日本エスペラント第三大会」 （ 『日本エスペラント』一一―五、 一九一六年）三頁、 「日本エスペラント第四大会」 （ 『同』一二―五、 一九一七年 三頁、 五（ 『同』一三―五、 一九一八年）二―三頁、 「日本エスペラント第六大会」 （ 『同』一四―六 一九一九年）二頁。
（
59） 「横浜支部普及大会」 （ 『日本エスペラント』一一―四、一九一六年）三―四頁 「普及講演会」 （ 『同』一二―一一、 一九一七年）六頁、 「普及講演会雑報」 （ 『同』一二―一二、 一九一七年）六 。
（






62） 「暮歳忙語」 （ 『日本エ 』 三― 二、 一九 八年）八頁。
（



























71） 「日本エスペラント学会設立次第」 （ 『
La Revuo O
rienta 』













































rienta 』 （一七―四、 一九三六年）巻末 「エス
ペラント運動後援会設立趣意書」 。
（




































86）Ｓ・Ｋ 「記念大会漫歩記」 （ 『
La Revuo O
rienta 』一八‐










13） 「世界語 （エスペラント） 」 、同 「 「エス
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ペラント」に就て」 （ 『教育界』五―一一、 一九〇六年）六一頁、同 「国際語エスペラント （一） 」 （ 『東京経済雑誌』一三八〇 一九〇七年） 一二―一三頁、 同 「エスペラント」 （ 『明治学報』一一四、 一九〇七年）一頁。
（
90）前掲黒板 （註
13） 「世界語 （エスペラント） 」 、同前 「国際語
エスペラント ） 三頁。
（
91）黒板 「国際語エス （二） 東京経済雑誌』一三八二、 一九〇七年）九頁、同 「演説抜き書き」 （ 『日本スペラント』二―二、 九〇七年）四頁。
（
92）前掲黒板 （註
15） 「世界語 （エスペラント） （承前） 」 、同 （註





89） 「 「エスペラント」に就て」六〇頁、 同 （註
89） 「国際語エスペラント （一） 」一四頁、同 （註
91） 「国際語


















89） 「国際語エスペラント （一） 」一四頁、 同 （註




99）同前 「国際語エスペラント （一） 」一四頁。
（
100）前掲黒板 （註
15） 「世界語 （エスペラント） （承前） 」 。
（
101）安田敏朗 『帝 日本の言語編制』 世織書房、一九九七年）四六―五〇頁。
（











106）黒板 「現今史学界の欠点 （史論と素養 」 （ 『江湖文学』三、一八九七年）五七―六四頁。
（





op.cit  (note 1), pp.72-74. 
（
109）松村武雄 （ 九〇七年東京帝大入学）は 「国 科のかの便腹のＫ博士」が、 「マクス・ミユラー流 神話解釈の流を酌
－  194  －－  195  －
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んでゐるところの書物」を帝大図書館から借覧していたと回想しているが （ 『神話学者の手記』 〈培風館、一九四九年〉二〇頁） 、これは黒板を指していよう。
（





112） 『日本エスペラント』 ―八 （一九〇七年）三頁 「時事」欄には、ローマ字ひろめ会がローマ字綴り方の意見を募集した際、黒板が協会を代表して 「ローマ字綴り方は全然エスペラント 依らざるべからざる旨」を答申したとある。 「ローマ字ひろめ会の建議について」 （ 『教育界』六―三、 一九〇七年）はおそらくこの出来事と関連 よう。
（
113） 「羅馬字実施策 （六） 」 （ 『東京朝日新聞』一九一二年七月一四日付朝刊四頁）ではローマ字国字論、 「海員 エスペラント」 （前掲横須賀エスペラント支部会編 （註
46）所収）





115）黒板 「世界平和の言語的解決」 （ 国民雑誌』二―七、一九一一年） 。
（
























ents .1905. を 「下敷きにし、それを換骨奪胎
したものだった」との指摘もある 田中琢 「遺跡遺物に関する保護原則の確立過程」 〈小林行雄博士古稀記念論文集刊行委員会編 『考古学論考』 （平凡社、一九八二年） 〉七七六頁および七八二頁註 （
23） ） 。
（
123）黒板 「欧洲に於ける支那 古学の研究」 （ 『漢学』一―一、一九一〇年） 。
（



















a, op.cit  (note 1), p.129.
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（
131）黒板 「戦後の世界を支配すべき民族は何れぞ」 （ 『実業之日本』一七―二二、 一九一四年）三七―三八頁。
（
132）川澄哲夫 「解説」 （同編 『英語教育論争史』 〈大修館書店、一九七八年〉 ）一四三―一五二頁。
（
133）遠藤吉三郎 「英領的日本」 （ 大日本』二―一、 一九一五年）五八―六四頁。
（
134） 前掲黒板 （註
118） 「国語の擁護を論じて国際語に及ぶ （承前） 」
九三頁に、 「或人は此の有様を見て、日本は漸次英領の状態に進みつゝあるのだと憤慨して居る」とあるの 遠藤の前掲論文を指すとみて間違いない。
（
135）高橋 「鉄道界に対する余の希望」 （同 『日本に於ける外国語問題』 〈日本エスペラント協会、 九一六年〉 ）三頁。
（
136）同前 『日本に於ける外国語問題 冒頭の黒板 「小序」 頁。
（




139）小熊英二 『単一民族神話の起源』 （新曜社、一九 五年）一三六ー一五一頁ほか。
（
140）小路田泰直 『日本史の思想』 （柏書房、一九九七年）一〇三ー一二七頁ほか、同 『 「邪馬台国」と日本人』 （平凡社






142）箱石大 「近代日本史料学と朝鮮総督府の朝鮮 編纂事業」（佐藤信・藤田覚編 『前近代の日本列島と朝鮮半島』 〈山川出
版社、二〇〇七年〉 ）二五一頁。
（
143）和田英松 「翰苑に見えたる冠位十二階の称呼」 （ 『史学雑誌』二八ー八、 一九一 ）四五ー四七
（














149）黒板 「同化の第一義は鮮人の改名に在り」 （ 『朝鮮公論』六ー八、 一九一八年）二九ー三二頁。同論文は 民間における朝鮮人に対する日本名付与論の 「最初の例」とされる （水野直樹 『創氏改名』 〈岩波書店 〔岩波新書〕 、 二〇〇八年〉三三頁） 。一般的に、黒板の 「日鮮同祖」論による朝鮮支配の正当化は知られているが、 の国際言語秩序観もこのような政策提言を後押ししていたとみられる
（











154）羽仁は、黒板のエスペラント論を紹介しつつ、 「 〝国史研究〟の国史とは国民の歴史 意味 、この国民は 的
－  196  －－  197  －
黒板勝美とエスペラント（渡邉）
平等の平和に生きるものであった」と高く評価する （前掲羽仁 （註６）一五一頁） 。
（





－  196  －－  197  －
史苑（第七九巻第二号）




It has been known for a long time that Kuroita’s ideas about Esperan-
to had a connection with nationalism. However, the prior research deals 
with only a part of Kuroita’s ideas about Esperanto, and nobody explored 
yet Kuroita and Esperanto’s rapport in details.
For these reasons, this article explores as exhaustively as possible the 
rapport between Kuroita and Esperanto, especislly Kuroita’s ideas about 
Esperanto.
Kuroita first learned about Esperanto in 1902 and started Esperanto 
movement in 1906. He was the central figure of Esperanto movement until 
his exclusion from this movement in 1919. Even after that, Kuroita contin-
ued to evaluate positively Esperanto, and supported the movement.
From 1906 to 1908 Kuroita further emphasized the simplicity of Espe-
ranto. From 1913 to 1915, in his Esperanto’s views, he came to assert that 
Japanese language must be protected from foreign languages, idea which 
strengthened nationalisfic character of his theories. There, he also clarified 
his resistance against the West. When World War I ended and the League 
of Nations was established, he came to evaluate the Japanese state and 
Esperanto as resources of the current nationalistic(minzoku) world.
Kuroita’s ideas about Esperanto consistently included nationalism, 
however the degree was different depending on the time. Likewise, he did 
not try to apply the logic of ethnic equality included in Esperanto to East 
Asia.
